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同志社女子大学授業支援システム（D-pass・マナビー）における
授業クラス外コース設定申請書

　標題の件につきまして、以下の通り授業クラス外のコースを設定いただきたく、申請します。
　なお、運用に関しては裏面ガイドラインを遵守いたします。

記

	１．希望するコース名
（日本語と英語併記してください）
	

	２．使用システム
	D-pass　・　マナビー（いずれかに〇をつけてください）

	３．コースを設定する目的
	

	４．「コース」運用期間
（原則として、同一年度内）
	

	５．「コース」責任者
（申請者と同じ場合は、「申請者と同じ」とご記入ください）
	

	６．コースメンバーリスト
	別表の通り

	７．その他
	


以上
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教務課受付日：
授業以外において授業支援システム「マナビー」「D-pass」を利用するためのガイドライン

授業のクラス以外で「マナビー」「D-pass」を利用する場合は、以下の要領に沿った利用を行うこととします。

1． 授業外の利用に際しては、「教育研究に係るもの」に限ります
2． 申請者は、本学専任教職員に限ります
3． 利用に際しては「希望するコース名」（授業科目に相当する名前）「コースを設定する目的」「コース運用期間」「コース責任者」「コースメンバーリスト」を明記するものとします
4． 退学や休学、その他の理由により、メンバーの変更が生じた場合は、遅滞なく再申請を行うようにしてください。その際、「６．その他」欄に「コースメンバー変更」と記載してください。
なお、頻繁なメンバー変更はできるだけ避けるようにしてください

5． その他運用に役立つ事項があれば「６．その他」欄に記載してください
6． 原則として、授業のクラス以外での利用は、同一年度内で終了するものとします
7． コース責任者は、実質的なコース運用に係る本学専任教職員とします
8． コースメンバーになり得るのは、本学専任教職員、本学学部学科等の事務室、嘱託講師、その他教務部長が認めた者とします
また、嘱託講師以外の学外者がコースメンバーとなる場合、その理由を「コースを設定する目的」に併せて明記するものとします

9． 学外者がコースメンバーとなる場合は、メンバーリストに連絡先（電話番号）を記載してください
なお、学外者は「履修生」（授業で言うところの学生）の役割のみとなり、「担当教員」（授業で言うところの科目担当者）の役割になることはできません

10． 授業外のコースにおいて、目的外利用などなんらかの問題が発生した場合は、予告なしにコースメンバーの削除またはコースの閉鎖を行うことがあります

11． 授業外のコースの不適切な利用を防止するため、システム管理者が定期的に当該コース内を確認します。
12． 本ガイドラインは必要に応じて、追加・変更等を行うものとします


以　上
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